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★室蘭工業大学が新しくなる 「工学部」から「理工学部」へ（学部・学科再編）
４月２４日にありました「室蘭工業大学入試説明会」の報告です。

現３年生にも影響がある改編情報です。３月末段階の情報で、予定されているものです。
室蘭工業大学を検討している生徒は、定期的にホームページで最新の情報を確認してくだ
さい。室工大は、昼間コース（５６０名）と夜間主コース（４０名）があります。
ここでは、昼間コースの情報を中心に見ていきます。

１．学部・学科再編について……なぜ「理工学部」なのか？
現在、昼間コースには工学部の「建築社会基盤系学科」「機械航空創造系学科」「応用

理科学系学科」「情報電子工学系学科」の４学科があり、１学科を選んで受験をします。
平成３１年度入試では、２学科での募集となります。
①「建築社会基盤系学科」＋「機械航空創造系学科」（機械システム工学コース，航空
宇宙システム工学コース）＋「情報電子工学系学科」（電気電子工学コース，情報通
信システムコース）を合わせた「理工学部 生産工学科」へ再編し、「建築土木地域
デザインコース」「機械知能ロボティクスコース」「航空宇宙システムコース」「エレ
クトロニクスコース」の４コースに分かれます。入学定員は３２５名で、卒業時の学
位は学士（工学）です。

②「機械航空創造系学科」（材料工学コース）＋「応用理科学系学科」＋「情報電子工
学系学科」（情報システム学コース，コンピュータ知能学コース）を合わせた「理工
学部 生産科学科」へ再編し、２年次後期に「物理物質コース」「化学生物コース」

「数理情報コース」の３コースに分かれます。入学定員は２３５名で、卒業時の学位は学
士（理工学）です。
工学部から理工学部への変更の理由は、生産科学科の学位である「理工学」に合わせた

ことによるものとのことです。
夜間主コースには、工学部の「建築社会基盤系学科」「情報電子工学系学科」の２学科

があり、平成３１年度入試では、「理工学部 生産工学科」の１学科４０名の募集となり、
「機械系コース」「電気系コース」の２コースが置かれます。

２．室工大の「理工学部」が目指しているもの
室工大は、「変わり続ける産業界で活躍できる力を養成」しようと学部・学科の改編を

行います。具体的には、確実に身につけた科学と工学の専門知識を基盤にして、事物の本
質や意義を考えられる力や、地域資源・資産を社会に活用できる力を持った科学技術者を
養成しようとしています。
①専門性と展開力……専門分野の技術革新や、専門分野を中心とした他分野の課題解決に

シームレスに対応する力
②強靭性と俯瞰力……専門分野を理学基礎分野から体系的に身につけ、多様な困難を俯瞰

的に捉えて対応できる能力
③社会性とコミュニケーション力……自身の持つバックグラウンドとコミュニケーション

を駆使して、社会の中で主体的に行動できる能力
この３つの力が互いに作用して、変わり続ける産業界で活躍できる力を養成します。

室工大では、現在２年次開始時からコース別に分かれます。この度の再編では、強靭性と
俯瞰力を育成するために２年次後期からコース別に分かれるようになります。

説明会でも「俯瞰力」というキーワードが度々登場してきました。

３．推薦入試ⅠＡでの募集が、現行の４１名から１２０名へ！……前期日程７５名減!!
推薦入試は、センター試験を必要としない推薦入試ⅠＡと、センター試験を利用する推

薦入試Ⅱがありますが、推薦入試ⅠＡの募集が３倍に増えます。また、推薦入試Ⅱも、現
行の８４名から９０名へ増えます。工業高校向けの推薦入試ⅠＢも合わせて推薦入試で定
員の約４０％を取る方針です。これは、大学入試改革の中で、ＡＯ・推薦入試で定員の３
０％を受け入れようという国大協の方針に基づき、前倒して実施されるものです。
平成２６年度入試に推薦入試Ⅱが導入された際は、前期日程が６１名減りましたが、推薦



の増員分は、前期日程から７５名、後期日程から１０名を減らすことで対応します。
また、推薦入試ⅠＡおよびⅠＢでは、面接と口頭試問（数学ⅠＡⅡＢと理科）が実施さ

れます。理科の科目についてですが、生産工学科は、再編前と同じく「物理基礎」から出
題されます。生産科学科は「物理基礎・化学基礎・生物基礎から１科目」（２科目から負
担減）へ変更されます。学科再編に伴い受験者が不利益にならないようにするための配慮
です。

■ 室蘭工業大学の推薦入試結果と平成３１年度推薦入試について ■
以下の表は、平成２３年度以降の推薦入試の受験者数と合格者数をまとめたものです。

推薦入試ⅠＡは、募集人員よりも多く合格者を出していることがわかります。合格率は、
年度によりばらつきがあり、約４割から５割５分です。
来年度、推薦入試ⅠＡでの募集は実質的に２倍以内の増加と見ることもできそうです。

４．昼間コースの一般入試の変更について
学科再編に伴い受験者が不利益にならないようにするための配慮として、昼間コースの

前期日程に変更があります。
① 受験科目について
「生産工学科」は、現在の「建築社会基盤系・機械航空創造系・情報電気工学系学科」
に準じ、「生産科学科」は、現在の「応用理化学系学科」の受験科目に準じます。

② 配点について
・まずセンター試験ですが、「生産工学科」「生産科学科」ともに、現在の「建築社会
基盤系・機械航空創造系・応用理化学系学科」の配点に準じます。具体的には、英語
（リスニング含む）は２００点に換算し、地歴公民は５０点に圧縮して、理科は２０
０点を１．５倍して３００点に換算します。合計は８５０点です。
・次に個別学力試験（２次試験）ですが、従来と変わりなく数学３００点です。

なお、昼間コースの後期日程、夜間主コースの受験科目、配点に変更はありません。

５．制度変更が行われる初年度の心構え
現３年生にとっては、一般入試の難易度に変化が見られるかどうかについては不透明な

部分ありますが、難化するのか易化するのかを心配する前に、日々の授業を大切にして学
習を続けることが何よりも大切です。部活動がある生徒は、最後まで両立を図りながら頑
張りましょう。当面は、北見工業大学、公立はこだて未来大学、公立化される予定である
千歳科学技術大学の志願予定者の動向と、室工大の平成３１年度推薦入試ⅠＡ・ⅠＢでの
志願者数と合格者数については、注目すべき情報となりそうです。 １、２年生の皆さん
も、推薦・ＡＯ入試が拡大されていくとされている国公立大学の研究は、今のうちからし
っかりとしたいものです。

★プレテスト（試行調査★プレテスト（試行調査★プレテスト（試行調査★プレテスト（試行調査））））、記述式の採点結果は？、記述式の採点結果は？、記述式の採点結果は？、記述式の採点結果は？

３月２６日、大学入試センターは昨年１１月に実施したプレテスト（試行調査）の記述
式の採点結果を公表しました。尚、マーク式に採点結果は１２月中に出されており、進路
通信でも述べています。

まずは国語。
問１・・５０字以内
問２・・２５字以内
問３・・８０～１２０

字以内

少ない記述は正答率は比較
的高いのが分かります。

厳しいのは長文の問３。模
擬試験でもなかなか出題さ
れていないのが現実です。
正解者がほとんどいなく、
条件を満たしていない生徒
が８０％を超えています。

但し、国公立大の２次試験
では１２０字程度は出題さ
れているのが現状です。

次に数ⅠＡについて。
問（あ）・・２次関数
問（い）・・三角比
問（う）・・データの分析

特徴的なのは無回答が約５０％を占めてい
ること、正答率がかなり悪いことになるで
しょう。

本校の高３が実際に受験していますが、自
分が解いたときの印象と比べてみましょう。

プレテストの分析については各予備校、各
事業所でされており、教員向けに説明会も
行われています。湖陵の先生方が参加する

場合、進路通信でこれから紹介していく予定です。

尚、今回の採点の仕方については以下の通り。
採点者は 1000 人。同じ答案を２人が採点し、評価が一致すれば採点結果として登録され
る。一致しなければ、経験豊富で採点者の指導も担当する「採点リーダー」が採点し、２
人のうちいずれかと一致すればその結果が登録される。それでも一致しない場合は、採点
責任者の「統括採点リーダー」が総合的に判断する。


